
 

 

 

 

 

 

 

 

 新年、明けまして、おめでとうございます。今回は、1 月 11 日(火)に学校が

始まりましたので、子ども達は、例年よりもゆっくりと冬休みを過ごせたのでは

ないかと思います。ただ、新型コロナウイルスの感染者が八女市内でも増えつつ

ありますので、1 月 21 日(金)に予定していた授業参観は中止にして、ＰＴＡの

学年理事・地区理事決めや新 7 年生の進級説明会のみ実施します。突然の変更で

ご迷惑をおかけしますが、よろしくお願いします。 

 子ども達に関しては、9 年生が卒業まであと３ヶ月を切りました。矢部清流学

園に登校するのも 3 月 11 日(金)の卒業証書授与式を入れて後 38 日となりまし

た。１月 15 日(土)には、上級学校進学に向けての受験がスタートします。学校

でも受験に向けた学習や面接練習などを何度も積み重ね、進路実現のための努力

をしています。試験当日には、実力を発揮してくれることを期待しています。 

 6 年生は、後期課程に進級するための準備に入ります。学生服やセーラー服、

通学バッグなどの準備についての説明を 1 月 21 日(金)に予定しています。 

 その他の学年も学習のまとめと進級の準備に取りかかります。 

また、1 月 28 日(金)には、前期課程のウインタースポーツ体験も予定されて

います。矢部清流学園では、感染防止に努めて、安全に受験できるように準備す

るとともに行事などの子ども達の活動をできる限り実施したいと考えています。 

 

 

 12 月２３日(木)に 4 年生の８名の子ども達が企

画運営した善遊科のお楽しみ会が実施されました。 

 ゲームは、「だるまさんが○○した」（「お猿になっ

た」・「マッチョになった」では、そのポーズを取って

止まるゲーム）や「しっぽとりおにごっこ」でした。 

 4 年生は、何度も話し合いを重ねて進行表を作成

したり、遊び方のお手本をやって見せたり、「しっぽ

とりおにごっこ」のしっぽを付けてあげたりと１年

生から3年生までが楽しく遊べるようにとても工夫

していました。 

 また、8 人が役割分担をして、上手にお楽し

み会を運営することができました。 

 最後には、「とても楽しかった」と感謝の言

葉をもらい、みんなで肩を組んで記念撮影を行

いました。 

 善遊科の最上級生として

素晴らしい成長の姿を見せ

てくれました。 
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 ７年生は、12 月 24 日(金)に 12 月８日(水)～９日(木)の 2 日間、矢部村内で

行った職場体験学習の報告会を保護者の方を招いて実施しました。 

 職場体験学習を行う前に立てていた目標を述べた後、働いてみて初めて分かっ

たことや実際に働いて感じたことなどを報告しました。報告会に参加した人がわ

かりやすい様にタブレットを使って、いろいろな写真やわかりやすい文章を工夫

してプレゼンテーションを作成し、電子黒板に映し出して報告を行いました。 

 実際に働いてみると今まで思っていたものとは大きく違っていたり、とても体

力や神経を使ったりと仕事の大変さと重要さ、そして仕事をされている方への感

謝の思いを学ぶことができました。 

 一人あたり一つの仕事の経験しかできませんでしたが、報告会を行ったことで、

みんなで 5 つの仕事を共有することができました。 

 これからも、仕事をされている方々に感謝し、尊敬し、将来に夢を持って仕事

ができるように成長してくれることを期待しています。 

 

 

 12 月 2４日(金)に後期課程の 15 名がディベートでの議論を展開しました。 

ディベートとは、「ある特定のテーマの是非について、２グループの話し手が、

賛成・反対の立場に分かれて、第三者を説得する形で議論を行うこと」です。 

今回は、「日本は、小売店の深夜営業を禁止すべきである、是か否か」のテーマ

について、議論しました。肯定派は、禁止することのメリットを訴え、逆に反対

派は、デメリットを訴えます。 

そして、第三者である教職員や保護者にジャッジしてもらいます。ジャッジの

観点は、どちらのグループがきちんと理由・筋道立てて自分たちの主張を正確に

相手に伝え、納得してもらえたかです。 

子ども達は、12 月 14 日(火)のオリエンテーションで肯定派と否定派の２グ

ループに機械的に分けられ、４回の準備期間で立論や反対尋問、反駁、最終弁論

などを準備し、当日のディベートに臨みました。 

これらの活動を通して、①客観的・批判的・多角的な視点が身につく②論理だ

った思考ができるようになる③自分の考えを筋道立てて、人前で堂々と主張でき

るようになる④情報収集/整理/処理能力が身につく等のことが期待されます。 

 本校の子ども達は、卒業と同時に知り合いがほとんどいない上級学校に進学し

ていきます。その中でも、自分の主張をきちんと伝え、新たな出会いをよい仲間

づくりへとつなげていく力にして欲しいと願っています。 


